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懐かしのメロディーを合唱

第８回「思い出の歌喫茶ひまわり」

　７月２日、中央公民館ホールを会場に第８回「思

い出の歌喫茶ひまわり」が開催されました。

　この日はあいにくの雨模様でしたが実行委員を

はじめ、自主サークルの会員など約１００人が集

まりました。

　参加したみなさんは実行委員（お茶・お菓子部門）

手づくりのお菓子を味わいながら、実行委員の伴

奏に合わせて思い出の歌約 20 曲を合唱し、歌声が

会場いっぱいに響き渡りました。

　また、会の途中では、参加者全員によるレクダ

ンスがおこなわれ、みんなが輪になって踊り、楽

しく有意義な時間を過ごしました。

「自分だけの作品」をアレンジ

中央公民館定期講座

　

６
月
18
日
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
倶
楽
部
の
第
１
回
目
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
巣
農
林
高
校
の
農
園
を
お
借
り
し
、
松
岡
誠
三
さ
ん
を

講
師
に
21
人
の
受
講
生
が
、
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

始
め
に
１
時
間
程
基
本
的
な
生
育
方
法
に
つ
い
て
の
説

明
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
実
際
に
ハ
ウ
ス

の
中
で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、

土
の
扱
い
方
か
ら
植
え
付
け
ま

で
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
講

座
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

な
ら
で
は
の
「
作
品
」
を

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
種
類
の

花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く

と
と
も
に
、
知
識
や
技
術

の
上
達
も
目
指
し
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
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▲土の扱い方から植付けまでを学んだ定期講座「ガ

ーデニング倶楽部」

▲谷川俊太郎などの作品を鑑賞した講座「現

代詩」。創作にもチャレンジする予定です。

▲茶菓をたしなみながら約２０曲を合唱した「思

いでの喫茶ひまわり」。途中ではレクダンスも。

思いを込めて詩を鑑賞

中央公民館定期講座（現代詩）

　６月 26 日、亀谷健樹さんを講師に迎え、現代詩の

第１回目講座が開催されました。

　25 人の受講生は、毎月の課題を資料に沿って勉強

していくこととしています。

　この日は谷川俊太郎の作品「朝のリレー」、「死ん

だ男の残したものは」「渇き」、「夕焼け」、「あかんぼ

がいる」、「魂のいちばんおいしいところ」をみんな

で思いにひたりながら鑑賞しました。

　この講座は来年２月までとなっていますが、教室

の中ばかりではなく、屋外でお茶を味わいながら詩

を鑑賞してみようという計画もあります。

　

こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
プ
ー
ル
で
は
、「
ビ

ギ
ナ
ー
ス
イ
ム
」
や
「
リ
ハ
ビ
リ
コ
ー
ス
」
な
ど
初

心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
各
種
の
講
習
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
が
、
６
月
26
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
は
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
な
ど
簡
単
な
潜
水
具
を
使
っ
て
水
の

中
を
散
歩
す
る
「
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
の
講
習
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
５
人
。
講
師
は
全
日
本
潜
水
連
盟
理
事

で
も
あ
る
岸
部
市
長
と
、
プ
ー
ル
潜
水
コ
ー
チ
の
皆

さ
ん
。
講
習
は
、
基
礎
知
識
や
用
具
の
使
い
方
を
学

ぶ
講
義
と
、
実
際
に
プ
ー
ル
で
行
う
実
技
と
の
５
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
方
式
で
行
わ
れ
、
受
講
者
は
初
め
て

聞
く
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
語
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
各
種
の
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、

海
の
旅
へ
と
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

期
　

日

会
　

場

集
合
受
付

交
　

通

バ
ス
時
刻

募
集
内
容

募
集
期
限

応
募
対
象

応
募
方
法

応
募
用
紙
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彰

そ

の

他

平
成
18
年
７
月
22
日
（
土
）

向
様
田
Ａ
遺
跡
・
漆
下
遺
跡

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
「
四
季
美
館
」

四
季
美
館
〜
見
学
会
会
場
間
は
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
バ
ス
時
刻
に

　

合
わ
せ
、
四
季
美
館
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

１
回
目
出
発　

10
時
00
分

２
回
目
出
発　

12
時
45
分

３
回
目
出
発　

14
時
50
分

家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
に
ま
つ
わ
る
情

景
や
思
い
や
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
18
年
８
月
31
日
（
木
）

秋
田
県
民
（
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
）

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
（
一
人
３
点
ま

で
未
発
表
作
）

教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
（
募
集
要
項
と
も
）。

秋
田
県
婦
人
会
館

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

入
賞
者
に
は
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
習
会

▲ちょっとしたコツを覚えるだけ
で快適に水中散歩ができるように
なります（スキンダイビング講習会）。

年
中
行
事
「
年
祝
い
」
を
紹
介

書
籍
「
昭
和
の
暮
ら
し
７
・
人
生
儀
礼
」

　

こ
の
ほ
ど
、(

社
）
農
山
漁
村
文
化
協
会
か
ら
発
刊
さ
れ

た
書
籍
「
写
真
も
の
が
た
り　

昭
和
の
暮
ら
し
７
・
人
生

儀
礼
（
須
藤
功
著
）」
で
、
当
地
方
で
旧
正
月
に
行
わ
れ
て

い
る
年
祝
い
行
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
者
・
須
藤
功
氏
は
横
手
市
生
ま
れ
。
民
俗
学
写
真
家

と
し
て
知
ら
れ
、
誕
生
か
ら
葬
式
ま
で
の
儀
式
な
ど
庶
民

の
生
活
史
全
般
に
わ
た
り
取
材
・
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
今
年
２
月
１
日
に
行
わ
れ
た

鷹
巣
神
社
と
米
内
沢
神
社
の
厄
払
い
祈
願
行
事
。
鷹
巣
神

社
で
は
、
丸
髷
に
留
袖
姿
で
祈
祷
を
受
け
て
い
る
厄
払
い

の
女
性
、
米
内
沢
神
社
で
は
、
女
性
と
男
性
が
一
緒
に
祈

祷
を
受
け
て
い
る
姿
や
女
性
が
男
性
に
お
神
酒
を
注
い
で

い
る
場
面
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
は
市
で
提
供
）。

　

同
協
会
出
版
事
業
セ
ン
タ
ー
書
籍
編
集
部
で
は
、「
昔
な

が
ら
の
様
式
で
行
わ
れ
て
い
る
年
中
行
事
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
の
須
藤
さ
ん
も
北
秋
田
市

の
年
祝
い
行
事
に
関

心
を
持
た
れ
た
よ
う

で
す
」
と
、
取
り
上

げ
ら
れ
た
い
き
さ
つ

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

書
籍
は
Ａ
Ｂ
版
全

２
４
０
ペ
ー
ジ
。
市

立
鷹
巣
図
書
館
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▲当地方の厄払い祈願行事が
取り上げられている書籍「昭
和の暮らし７・人生儀礼」

あ
な
た
も
水
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

作
品
募
集

秋
田
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

見
学
会

森
吉
山
ダ
ム
関
係
遺
跡
見
学
会

文化


